
第
35
回
熊
本
春
節
祝
賀
会
が

２
月
14
日
（
火
）
午
後
６
時
か

ら
、
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

で
総
勢
二
百
三
十
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祝
賀
会
は
、
在
熊
の
中

国
人
留
学
生
・
研
修
生
を
招
い

て
、
会
員
や
関
係
者
ら
と
共
に

春
節
（
旧
正
月
）
を
お
祝
い
す

る
も
の
で
、
若
い
人
た
ち
の
交

流
を
促
進
し
よ
う
と
、
今
年
は

初
め
て
日
本
人
学
生
も
招
待
。

開
会
に
先
立
ち
、
吟
道
吟
王

流
の
皆
さ
ん
に
日
本
の
伝
統
芸

能
の
詩
吟
と
書
道
が
融
合
し
た

「
書
道
吟
」
を
琴
の
音
に
の
せ

て
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

田
川
憲
生
副
会
長
の
開
会
の

辞
に
始
ま
り
、
米
満
弘
之
会
長

の
主
催
者
挨
拶
、
小
野
泰
輔
熊

本
県
副
知
事
・
何
振
良
中
国
駐

福
岡
総
領
事
・
植
松
浩
二
熊
本

市
副
市
長
の
ご
祝
辞
の
後
、
小

杉
直
日
中
友
好
熊
本
県
議
会
議

員
連
盟
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で

祝
宴
が
ス
タ
ー
ト
。

祝
宴
で
は
、
武
道
合
わ
せ
て

48
段
の
桑
原
三
四
郎
師
範
に
よ

る
「
杖
道
・
鎖
鎌
術
」
の
特
別

演
武
や
、
留
学
生
の
盧
一
諾
さ

ん
の
中
国
民
族
舞
踊
が
披
露
さ

れ
、
恒
例
の
手
作
り
餃
子
に
舌

鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
楽
し
く
交

流
し
ま
し
た
。
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今年の春聯。漢詩は留学生の趙燕婉
さん作、書は必由館高校書道コース
の皆さんです

開会の辞を述べる
田川憲生副会長

主催者挨拶をする
米満弘之会長

小野泰輔副知事植松浩二副市長 何振良総領事

オープニングは吟道吟王流の皆さんに
よる「書道吟」
中国から伝わった漢字や漢詩、書道と
日本の伝統芸能である詩吟が織りなす
書道吟はまさに日中文化交流のパフォー
マンスです

楽
し
く
団
ら
ん
し
な
が
ら

舌
鼓
を
打
つ
留
学
生

小
杉
直
日
中
友
好
議
連

会
長
の
音
頭
で
乾
杯

吟道吟王流宗家
大塚峰徳氏

留学生らを待つ会場に飾られた提灯

グラスを手に談笑する参加者
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喜びを噛みしめながら米満会長
と記念撮影をする呉小玉さん

ス
タ
ン
バ
イ
す
る
く
ま
モ
ン
。

突
然
入
っ
て
皆
を
驚
か
す
モ
ン

お
楽
し
み
抽
選
会
で
、

米
満
会
長
か
ら
一
等
の

商
品
を
受
け
取
る
留
学

生
の
呉
小
玉
さ
ん

吟王流宗家の大塚峰徳さん自ら吟詠。書は
総師範の藤映晃さん。良くとおる声と見
事な筆さばきに、留学生は見入ってました

熊
大
留
学
生
の
盧
一
諾
さ
ん
。

中
国
民
族
舞
踊
を
現
代
風
に
ア

レ
ン
ジ
し
て
踊
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
衣
装
も
バ
ッ
チ
リ
決
ま
っ

て
い
ま
す

参加者とお祝いのハイタッチを
しながら会場を回るくまモン

迫力満点の杖道・鎖鎌術ををご披露くださった、
桑原三四郎師範(右)と受けの山本祐司教士

留学生もチャレンジ！

宴もたけなわ。会話も弾み
楽しそう



林
康
治
、
熊
本
華
僑
華
人
総
会
、

医
療
法
人
社
団
寿
量
会
、
創
価

学
会
、
日
中
友
好
熊
本
県
議
会

議
員
連
盟
、
株
式
会
社
フ
ァ
ー

マ
ダ
イ
ワ
、
株
式
会
社
あ
ん
し

んC
o
.
,
L
t
d
.

、
池
田
和
貴
、

社
会
医
療
法
人
稲
穂
会
、
柏
木

明
、
税
理
士
法
人
近
代
経
営
、

熊
本
朝
日
放
送
株
式
会
社
、
熊

本
放
送
株
式
会
社
、
熊
本
学
園

大
学
、
一
般
財
団
法
人
熊
本
県

青
年
会
館
、
熊
本
県
商
工
会
議

所
連
合
会
、
國
米
聰
太
郎
、
小

山
和
作
、
佐
藤
征
紀
、
社
会
福

祉
法
人
慈
永
会
、
杉
武
男
、
高

野
瑞
代
、
社
会
医
療
法
人
社
団

高
野
会
、
張
晶
、
中
村
五
木
、

野
田
毅
、
ハ
ハ
歯
科
医
院
、
二

子
石
信
介
、
松
崎
幸
子
、
山
本

伸
裕
、
山
本
秀
久
、
池
﨑
順
子
、

岩
中
伸
司
、
有
限
会
社
七
城
観

光
バ
ス
、
武
藤
宏
一
朗
、
松
本

崇
希

株
式
会
社
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ

ス
ル
、
株
式
会
社
鶴
屋
百
貨
店
、

崇
城
大
学
、
株
式
会
社
エ
ム
・

デ
ィ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

熊
本
県
立
大
学
、
小
杉
直
、
中

垣
秀
夫
、
岩
下
栄
一
、
荒
尾
市
、

熊
本
大
学
、
國
米
聰
太
郎
、
岩

田
尚
子
、
小
田
原
こ
ず
え
、
三

浦
一
水
、
中
国
残
留
孤
児
等
対

策
協
議
会
、
熊
本
工
業
専
門
学

校
、
熊
本
県
国
際
課
、
創
価
学

会

、
花
王
株
式
会
社
、
佐
藤

征
紀
、
小
串
照
彦
、
唐
津
邦
利

熊
本
市
国
際
課
、
大
代
純
市

野
田
た
け
し
事
務
所
、
株
式
会

社
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
暖
、
熊

本
県
少
林
寺
拳
法
連
盟
、
熊
本

県
薬
剤
師
会
、
医
療
法
人
社
団

寿
量
会
、
寺
田
裕
子

熊
本
製
粉
株
式
会
社
、
熊
本

大
同
青
果
株
式
会
社
（
敬
称
略
）
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「
一
番
好
き
な
日
本
語
は

『
恩
返
し
』
。
留
学
生
の

自
分
た
ち
も
日
中
友
好
の

た
め
に
頑
張
り
た
い
」
と

謝
辞
を
述
べ
る
熊
大
留
学

生
の
郭
暁
萌
さ
ん

２５００個の手作り餃子の裏方は
全部で８人。毎年ありがとうござ
います

茶
道
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
お
手

伝
い
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
。

前
列
左
か
ら
二
人
目
が
西
田

田
鶴
子
氏

茶
道
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

テ
ー
ブ
ル
席
も
あ
り
ま
し
た

お
茶
の
お
点
前
を
体
験
す
る

留
学
生
ら

春聯文字は今年も必由館高校書道コースに依頼
しました。写真は当時３年生の（左から）仁木
理香子さん、田﨑愛さん、髙原由利乃さん



第
２
回
日
中
保
健
・
医
療
・

福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
平
成
28
年

12
月
14
日
（
水
）
午
後
１
時
か

ら
、
熊
本
保
健
科
学
大
学
の
講

義
室
で
開
催
さ
れ
、
医
療
・
福

祉
団
体
関
係
者
、
大
学
生
、
一

般
参
加
者
な
ど
百
八
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

が
主
催
、
熊
本
県
日
中
協
会
・

熊
本
保
健
科
学
大
学
・
崇
城
大

学
・
熊
本
機
能
病
院
・
中
国
広

西
医
科
大
学
の
共
催
で
、
５
年

ぶ
り
の
開
催
で
す
。

米
満
弘
之
熊
本
機
能
病
院
会

長
と
趙
勁
民
広
西
医
科
大
学
学

長
の
基
調
講
演
の
後
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
日
本
と
中

国
が
抱
え
る
高
齢
社
会
に
お
け

る
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
諸

問
題
や
地
域
包
括
ケ
ア
を
テ
ー

マ
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

熊
本
市
立
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学

校
１
年
の
西
歩
美
さ
ん
が
、
３

月
３
日
か
ら
17
日
ま
で
、
協
会

事
務
局
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
行
い
ま
し
た
。

西
さ
ん
は
、
書
類
作
成
、
伝

票
整
理
、
来
客
へ
の
お
茶
出
し

や
事
務
所
の
片
付
け
な
ど
の
雑

用
を
実
に
ま
じ
め
に
黙
々
と
こ

な
し
て
く
れ
ま
し
た
。

他
に
も
、
２
月
に
開
催
し
た

春
節
祝
賀
会
の
後
整
理
や
中
国

帰
国
者
向
け
日
本
語
交
流
サ
ロ

ン
「
和
睦
会
」
の
準
備
・
実
施

の
手
伝
い
な
ど
、
業
務
は
多
岐

に
わ
た
り
、
協
会
事
務
局
の
仕

事
の
範
囲
の
広
さ
に
驚
い
て
い

ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
体
験
を
生
か
し

て
、
事
務
の
仕
事
に
就
く
た
め

就
職
活
動
を
頑
張
る
そ
う
で
す
。
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当
協
会
主
催
の
春
節
祝
賀
会

参
加
者
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
異

変
が
起
き
て
い
ま
す
。

招
待
の
中
国
人
留
学
生
の
参

加
希
望
者
が
減
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
留
学
生
の
比
率
に
合
わ

せ
て
、
学
校
ご
と
に
招
待
者
を

募
集
し
ま
す
が
、
今
年
は
募
集

百
人
に
対
し
て
二
割
減
。
理
由

は
こ
の
時
期
、
旧
正
月
を
祝
う

た
め
、
帰
国
す
る
留
学
生
が
増

え
て
い
る
と
の
こ
と
。

中
国
か
ら
日
本
へ
の
一
般
旅

行
者
は
、
近
年
増
え
て
い
ま
す
。

格
安
航
空
会
社
の
参
入
増
も
、

留
学
生
の
帰
国
増
に
拍
車
を
か

け
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、

当
協
会
は
、
減
っ
た
留
学
生
分

に
日
本
人
大
学
生
約
二
十
人
を

充
て
る
初
の
試
み
を
考
え
ま
し

た
。
中
国
に
関
心
の
あ
る
学
生

と
中
国
人
留
学
生
と
が
春
節
を

一
緒
に
祝
う
企
画
で
す
。
日
中

若
者
交
流
で
す
。

日
本
の
文
化
や
芸
能
な
ど
を

披
露
し
た
、
賑
や
か
な
交
流
の

場
は
実
現
し
ま
し
た
。
楽
し
い

団
欒
の
ひ
と
時
で
し
た
。
将
来

を
担
う
学
生
た
ち
が
、
日
中
交

流
を
熱
く
語
り
、
友
好
の
架
け

橋
に
な
る
こ
と
を
祈
る
も
の
で

す
。

（
機
関
紙
編
集
委
員
会

・
小
串

照
彦)

編
集
後
記

シンポジウムの座長
を務めた崇城大学の
中山峰男学長

フォーラムに参加した広西医科大学の研究者たちを紹介

パネリスト。左から米満弘之熊本機能病院会長、
趙勁民広西医科大学長、﨑元達郎熊本保健科学大
学長、山田耕路崇城大学生物生命学部長

和
睦
会
で
中
国
帰
国
者
に

折
り
紙
を
教
え
る
西
歩
美

さ
ん(

左)


